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東京大学医学部附属病院女性外科にて 

初回腫瘍減量術で残存腫瘍なく完全切除が行われた IIB 期

から IVB 期の卵巣明細胞癌の方およびそのご家族の方へ 

 
当院は、JCOG（JAPAN CLINICAL ONCOLOGY GROUP：日本臨床腫瘍研究グループ）婦人

科腫瘍グループによる研究、「進行卵巣明細胞癌における系統的後腹膜リンパ節郭清の

治療的意義についての後方視的検討」に参加しております。 

この研究の対象者に該当する可能性がある方で、 

診療情報等を研究目的に利用または提出されることを希望されない場合は 2024 年 9 月

30 日までに末尾に記載の問い合わせ先までご連絡ください。 

 

【研究課題】 

進行卵巣明細胞癌における系統的後腹膜リンパ節郭清の治療的意義についての後方

視的検討 

 

【研究機関名及び自機関の研究責任者氏名】 

この研究が行われる研究機関と研究責任者は次に示すとおりです。 

研究機関  東京大学医学部附属病院 

研究責任者 森 繭代 講師 

機関の長  東京大学医学部附属病院 病院長 

担当業務  データの提供 

 

※共同研究機関については 別途添付（最終ページ） 

 

この研究に利用する情報は共同研究機関の範囲のみで利用されます。 

 

【研究期間】 

 研究許可日～2024 年 9 月 30 日 

 

【対象となる方】 

 東京大学医学部附属病院で 2014 年から 2020 年の間に、初回腫瘍減量術で残存腫瘍な

く完全切除が行われた IIB 期から IVB 期の卵巣明細胞癌患者さん 

 

【研究目的・意義】 

 進行卵巣癌において、初回手術時に肉眼的に完全切除が行われた方に対する後腹膜リ

ンパ節郭清の治療的意義はないということが 2019 年に報告され、それ以降は侵襲の大

きなリンパ節郭清を行わない方針が選択されるようになりました。しかし、これは欧米

での頻度が高い組織型である漿液性癌が大部分を占めた報告であり、日本人で頻度が高

い明細胞癌が占める割合はわずか 2%でした。このため、未だ進行卵巣明細胞癌に対す
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る手術を行う際、後腹膜リンパ節郭清の治療的意義は不明瞭です。このことを示すため

には、まずは過去の明細胞癌の患者さんの情報から検証を行う必要があります。初回手

術の際に完全切除が行われた進行卵巣明細胞癌患者さんの中で、後腹膜リンパ節郭清を

行った方と行っていない方を比較してリンパ節郭清の治療的意義を検証することを目

的として行います。 

 

【研究の方法】 

対象患者さんの、下記の診療情報を使用します。 

血液検査の結果、手術に関する情報、進行期などの病気に関する情報、手術療法前後

の患者さんの状態に関する情報、手術後の合併症などの発生状況、治療効果や経過 

 

研究事務局よりメールで送付された、暗号化したエクセル入力ファイル（調査票）

に、東京大学医学部附属病院が、記入後研究事務局へメールで返信します。調査票

はパスワードをつけて管理を行います。 

 

なお、研究計画書や研究の方法に関する資料を入手・閲覧して、研究内容を詳しくお

知りになりたい場合は、末尾の連絡先にお問い合わせください。他の研究対象者の個人

情報等の保護や研究の独創性確保に支障がない範囲でご提供させていただきます。 

 

【個人情報の保護】 

 この研究に関わって収集される情報は、外部に漏えいすることのないよう、慎重に取

り扱う必要があります。 

 本研究では、患者さんの個人情報は、研究事務局より送付される調査票とは別に、新

しく研究用の符号をつけ、どなたのものかわからないようにします。外部に患者さんの

個人情報が送付されることはありません。研究結果は学会発表、論文公表の形で一般に

公開されますが、公開される情報には個人情報は一切含まれません。 

 

この研究のためにご自分（あるいはご家族）のデータを使用してほしくない場合は下記

の問い合わせ先に 2024 年 9 月 30 日までにご連絡ください。研究に参加いただけない場

合でも、将来にわたって不利益が生じることはありません。 

ご連絡をいただかなかった場合、ご了承いただいたものとさせていただきます。 

 

尚、提供いただいた情報の管理の責任者は下記の通りです。 

 

情報の管理責任者 

 所属：東京大学医学部附属病院 女性診療科・産科 / 女性外科 

 氏名：森 繭代 

 

 

この研究は、東京大学医学部倫理委員会の承認を受け、東京大学医学部附属病院 病

院長の許可を受けて実施するものです。 

 

本研究に関して、開示すべき利益相反関係はありません。 

  

 

この研究について、わからないことや聞きたいこと、何か心配なことがありましたら、
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お気軽に下記の連絡先までお問い合わせください。 

 

【連絡・お問い合わせ先】 

研究責任者：森 繭代 

連絡担当者：江口 聡子 

東京大学医学部附属病院 女性外科        

Tel: 03-3815-5411（内線 33408）Fax: 03-3816-2017 

e-mail：mayumori-tky@umin.ac.jp 
 

※研究全体の連絡先 

大阪医科薬科大学 産婦人科 藤原 聡枝  

〒569-8686 大阪府高槻市大学町 2-7 

TEL：072-683-1221 FAX：072-684-1422 
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本研究に参加する研究機関一覧 
医療機関名 科名（施設名） 研究責任者 

北海道大学病院 産婦人科 渡利 英道 

札幌医科大学 産婦人科 斉藤 豪 

岩手医科大学 産婦人科 馬場 長 

東北大学病院 産婦人科 重田 昌吾 

筑波大学医学医療系 産婦人科 佐藤 豊実 

群馬県立がんセンター 婦人科 中村 和人 

防衛医科大学校 産婦人科 高野 政志 

埼玉県立がんセンター 婦人科 堀江 弘二 

埼玉医科大学総合医療センター 産婦人科 長井 智則 

東京慈恵会医科大学附属柏病院 産婦人科 高野 浩邦 

国立がん研究センター中央病院 婦人科 石川 光也 

日本大学医学部附属板橋病院 産婦人科 川名 敬 

慶応義塾大学病院 産婦人科 山上 亘 

昭和大学病院 産婦人科 松本 光司 

東京慈恵会医科大学附属病院 産婦人科 岡本 愛光 

がん研究会有明病院 婦人科 金尾 祐之 

東京大学医学部 産婦人科 森 繭代 

順天堂大学医学部附属順天堂医院 産婦人科 寺尾 泰久 

東京都立墨東病院 産婦人科 岩瀬 春子 

北里大学医学部 産婦人科 加藤 一喜 

新潟県立がんセンター新潟病院 婦人科 菊池 朗 

新潟大学医歯学総合病院 産科婦人科 吉原 弘祐 

信州大学医学部 産科婦人科 塩沢 丹里 

静岡県立静岡がんセンター 婦人科 平嶋 泰之 

愛知県がんセンター 婦人科 鈴木 史朗 

京都府立医科大学附属病院 産婦人科 森 泰輔 

大阪大学医学部 産婦人科 澤田 健二郎 

大阪公立大学医学部附属病院 産科婦人科学 角 俊幸 

大阪医科薬科大学 産婦人科 大道 正英 

鳥取大学医学部 産婦人科 佐藤 慎也 

国立病院機構呉医療センター・中国がんセンター 産婦人科 水之江 知哉 

国立病院機構四国がんセンター 婦人科 竹原 和宏 

愛媛大学医学部附属病院 産婦人科 松元 隆 

国立病院機構九州がんセンター 婦人科 岡留 雅夫 

久留米大学医学部 産婦人科 西尾 真 

九州大学病院 産婦人科 矢幡 秀昭 

佐賀大学医学部 産婦人科 横山 正俊 

熊本大学医学部 産科婦人科学分野 近藤 英治 

鹿児島大学 産婦人科 小林 裕明 

鹿児島市立病院 産婦人科 中村 俊昭 

琉球大学医学部附属病院 産婦人科 関根 正幸 
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国立がん研究センター東病院 婦人科 田部 宏 

岡山大学病院 産科婦人科 長尾 昌二 

順天堂大学医学部付属練馬病院 産科婦人科 荻島 大貴 

 


